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研究成果の概要（和文）：代表者および分担者は、単独で、あるいは共同で調査および研究活動をおこなった。主な調
査としては、人形浄瑠璃の演者をはじめとする実演家に対するインタビュー調査や人形浄瑠璃上演の実態調査があげら
れる。研究においては、浄瑠璃と人形操りそれぞれについてテーマが設定された。また心理学実験にもとづく共同研究
もおこなわれた。それらの結果は学術論文や学会発表、共著書のかたちで発表された。

研究成果の概要（英文）：A representative and team members were subjected to investigation and research 
activities alone, or jointly. The main investigations were interview investigations for the performers. 
We have studied each puppet and Joruri (narrative). Joint research based on psychology experiment was 
also carried out. The results were published as academic papers and conference presentations.

研究分野：人形浄瑠璃
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  ３版
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１．研究開始当初の背景 
これまでの人形浄瑠璃についての研究は、
各分野の個別のアプローチによってなされ
ており、それらの連携は十分ではない。そこ
で本研究ではさまざまな分野の研究者が分
野を越えて議論することにより、人形浄瑠璃
についての新たな研究基盤を構築すること
を目標とする。 
 
２．研究の目的 
人形操法と浄瑠璃との関係について理解
を深めることを目的とする。すなわち、様々
な分野（口承文芸学、文楽研究、浄瑠璃史研
究、メディア文化論、社会心理学）の研究者
が連携して調査・研究を行い、その成果を世
に問うことで、人形浄瑠璃研究に新たな視座
をもたらして一般社会や学界に貢献すると
ともに、人形浄瑠璃研究に対する社会的な要
求に応じようとするものである。 
 
３．研究の方法 
（１）次の①から③の調査をおこなう。 
①文楽座技芸員へのインタビュー調査 
②文楽以外の伝統人形芝居の調査および演
者へのインタビュー調査 
③地方人形座公演の調査（ビデオ記録）およ
び演者へのインタビュー調査 
（２）次の①～④のテーマに沿って研究をお
こなう。 
①語りとしての浄瑠璃 
口頭性に着目し、近代の語り芸と比較するこ
とで、語り芸としての特質を明らかにする。 
②人形操りのメカニズムの解明 
文楽の三人遣い操法について、ズ（演者間の
合図）のメカニズムを解明する。さらに文楽
以外の人形芝居との比較により、三人遣い操
法の特質を明らかにする。 
③芸論の研究 
各種芸論（近世期および現代）を分析するこ
とで、浄瑠璃と人形操りとに共通する芸術理
念である「情」の内実を明らかにする。また
人形操法が語りに与える影響について、浄瑠
璃のテキストから明らかにする。 
④人形による感情表現の心理学的評価 
文楽座技芸員による人形の感情表現が、観客
にどのように伝わるのか、心理学実験にもと
づき考察する。 
 
４．研究成果 
 代表者および分担者は、それぞれ各自のテ
ーマにしたがって調査・研究活動をおこなっ
た。また共同研究もおこなわれた。研究を遂
行するに際しては、適宜研究会が開催され、
議論が交わされた。その結果、次のような成
果があげられた。 
（１）はじめに調査についてまとめたい。 
①インタビュー調査。当初の予定通り、文楽
座技芸員などの文楽関係者、および文楽以外
の伝統人形芝居の演者を対象としてインタ
ビュー調査をおこなった。またそれに加え、

異なるジャンルとの比較という目的で、宮内
庁楽師に対してもインタビュー調査をおこ
なった。これは当初の予定にはなく、本研究
課題に取り組むうちに生まれたテーマであ
る。これらの成果は、論文等として発表され
た。 
②地方人形座の上演実態の調査。継続してお
こなわれた。これらの成果は、論文等に生か
された。 
③東京国立近代美術館が所蔵する映像と音
源について実地調査をおこなった。同館客員
研究員の協力のもと、映画『大功記十段目尼
ヶ崎の場』（１９０８年製作）の映像と、そ
れに合わせて１９６２年に上演・収録された
大蔵貢ほかの素浄瑠璃の音源を視聴したも
のである。語りと活動写真の関係について討
議をおこなった。 
（２）次に研究成果については、テーマごと
にまとめたい。 
①語りとしての浄瑠璃。職業的語り手の稽古
および口伝に注目した論文が執筆された。ま
た近代に成立した語り芸である浪花節との
比較研究も進められた。 
②人形操りのメカニズム解明。文楽式三人遣
い操法における役割分担や相互の関係性に
ついて、文楽座技芸員へのインタビュー調査
がおこなわれ、それに基づいた論文が発表さ
れた。 
③「情」や「性根」といった、浄瑠璃独自の
概念の解明。研究会において議論が交わされ、
その結果は共著論文に生かされた。 
④心理学実験に基づく、人形による感情表現
の評価。共同研究としておこなわれた。実験
は、数度にわたって研究会を開催し細かい条
件や手順を決めた上で、実施した。その際得
られたデータは、学生アルバイトを雇い入れ
て整理した。その結果を元に考察をおこない、
共著論文として発表した。 
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